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三
塁
化
学
会
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
報
告

応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
基
盤
に
乗
っ
か

っ
た
同
窓
会
活
動
も
や
っ
と
軌

道
に
乗
り
は
じ
め
て
参
り
ま
し

た
の
は
、
ま
こ
と
に
ご
同
慶
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
定
期
総
会
は
、
本
会

の
今
後
の
発
展
を
期
す
上
で
重

要
な
総
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
ご
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
す
議
題
は
、
い
ず
れ
も
重

要
議
題
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の

決
定
事
項
に
も
と
づ
き
、
本
会

が
運
営
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
、
慎
重
に
ご
審
議
い

た
だ
き
、
活
発
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
特
に
希
望

致
し
ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

総
会
の
開
催
に
つ
き
、
種
々
ご

尽
力
．
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
幹
事
の
方
々
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
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新
役
員
を
代
表
致
し
・
ま
し
て

ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
日

の
総
会
で
、
昭
和
五
十
年
・
五

一
、
昭
和
四
九
年
四
月
二
目
…

東
京
支
部
設
立

二
、
昭
和
四
九
年
四
月
一
二
日

…
幹
事
会

三
、
昭
和
四
九
年
四
月
十
三
日

…
役
員
、
評
議
員
会
　
（
総

会）
四
、
昭
和
四
九
年
五
月
一
〇
日

…
会
員
名
簿
発
行
、
総
会
案

内
発
送

五
、
昭
和
四
九
年
五
月
二
六
日

…
昭
和
四
九
年
度
総
会
、
農

場
見
学
、
三
重
県
教
員
支
部

設
立

六
、
昭
和
四
九
年
七
月
二
七
日

…
役
員
、
評
議
員
会
（
会
の

あ
り
方
、
会
費
）

七
、
昭
和
四
九
月
十
一
月
九
日

…
役
員
会
へ
会
報
、
会
費
）

八
、
昭
和
霊
九
年
一
二
月
一
四

日
…
役
員
会
（
会
報
）

九
、
昭
和
五
（
′
）
年
一
月
三
〇
日

…
会
報
第
二
号
発
行

一
〇
、
昭
和
五
〇
年
二
月
一
五

日
…
理
事
会
（
総
会
）

一
二
　
昭
和
五
〇
年
三
月
四
日

…
幹
事
会

一
二
、
昭
和
五
〇
年
三
月
一
一

日
二
二
月
二
五
日
卒
業
予
定

者
に
名
簿
お
よ
び
会
報
第
二

号
を
贈
呈

三
翠
化
学
会
昭
和
五
十
年
度
事
業
計
画

十
一
年
度
の
役
員
等

と
致
し
ま
し
て
、
理

事
十
名
、
会
計
監
事

二
名
、
軍
事
五
名
お

よ
び
評
議
員
二
十
六

名
を
お
認
め
い
た
だ

き
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
十
八
年
・
四
十
九

年
度
に
ひ
き
つ
づ

き
、
再
び
私
が
会
長

を
お
引
き
受
け
致
す

こ
と
に
な
り
ま
し
て

責
任
の
重
大
さ
を
身

に
泌
み
て
感
じ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
昭
和
五
〇
年
四
月
二
三
日

…
幹
事
会

二
、
昭
和
五
〇
年
四
月
二
六
日

…
役
員
、
評
議
員
会
　
（
総

会）
三
、
昭
和
五
〇
年
五
月
六
日
…

総
会
案
内
発
送

四
、
昭
和
五
〇
年
五
月
一
四
日

…
三
重
県
庁
支
部
設
立

五
、
昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日

…
役
員
会

六
、
昭
和
五
〇
年
五
月
二
五
日

…
総
会

七
、
昭
和
五
〇
年
六
月
上
旬
…

役
員
会
（
会
報
第
三
号
）

八
、
昭
和
五
〇
年
七
月
上
～
中

旬
…
会
報
第
三
号
発
送

九
、
昭
和
五
〇
年
七
月
中
旬
…

役
員
、
評
議
員
会

一
〇
、
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
～

一
一
月
…
役
員
会
（
会
報
第

四号）

一
一
、
昭
和
五
〇
年
二
一
月
…

役
員
会

す
で
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に

本
会
の
基
礎
固
め
は
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
し
て
、
今
後
は
い

か
に
発
展
す
る
か
の
時
期
に
さ

し
か
か
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
重
要
な
時
期
の
理
事

監
事
、
評
議
員
、
幹
事
に
選
ば

昭
和
5
0
年
度
三
翠
化
学
会
役
員

会
長
　
嶋
林
幸
英
（
専
1
）

副
会
長
　
若
林
長
生
（
専
1
）

辻
村
恒
（
大
3
）

理
事
　
中
川
潔
彦
（
専
2
）
嶋

田
協
（
専
3
・
大
6
）
福
田
映

（
大
1
）
高
橋
孝
雄
（
大
6
）

今
井
滋
（
大
9
）
舘
行
生
（
大

1
4
）
蒔
田
憲
章
（
大
2
1
）

監
事
　
渡
辺
和
己
（
専
1
）
岡

本
俊
郎
（
専
2
）

幹
事
代
表
　
薮
本
義
雄
　
（
大

4）庶
務
　
古
市
幸
生
（
大
1
3
）
小

畑
仁
（
大
鵬
）

会
計
　
田
口
寛
（
大
1
7
）
小
山

司
郎
（
大
2
0
）

評
議
員
　
今
西
勝
（
専
1
）
長

野
修
（
専
2
）
　
伊
藤
研
　
（
専

3
）
原
田
俊
夫
（
大
1
）
近
藤

靖
夫
（
大
2
）
岡
田
久
司

3
）
稲
葉
五
郎
（
大
4
）

勉
（
大
う
）
　
豊
田
治
男

6
）
今
井
照
夫
（
大
1
）

公
三
（
大
8
）
竹
尾
照
方

9
）
伊
藤
道
子
（
大
的
）

正
之
（
大
日
）
鈴
木
勝
己

1
2
）
松
崎
邦
忠
（
大
1
3
）

勝
也
（
大
1
4
）
庭
園
勝
弘

帖
）
泡
山
洋
久
（
大
1
6
）

寿
郎
（
大
1
7
）
縦
谷
次
雄

（大
草
川

（大藤
本（大

今
井（大西

元（大佐
脇（大

1
8
）
辻
静
雄
（
大
1
9
）
田
中
実

（
大
2
0
）
結
城
真
由
美
　
（
大

2
1
）
丹
羽
誠
一
（
大
2
2
）
大
沢

潤
（
大
2
3
）

れ
ま
し
た
我
々
の
責
任
は
、
言

葉
で
表
現
で
き
な
い
位
重
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
々
一

同
、
初
心
に
帰
っ
て
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
が
、
今
更
申
す
迄
も
な
く

本
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
「
会

員
相
互
の
親
睦
向
上
と
母
校
の

隆
昌
を
ほ
か
る
こ
と
」
を
充
分

に
果
た
す
た
め
、
本
日
こ
こ
で

選
ば
れ
ま
し
た
理
事
、
監
事
、

評
議
員
、
幹
事
の
諸
氏
と
共
に

出
来
る
限
り
の
努
力
を
致
す
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
諸

氏
の
ご
協
力
を
切
に
希
望
し
て

や
ま
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
会
の
発
展
は
、

終
局
的
に
は
会
員
相
互
の
自
覚

と
努
力
の
結
果
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
点
ど
う
か
よ

ろ
し
く
ご
認
識
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
本
日
の
総
合
に
ご
出
席

の
諸
氏
は
勿
論
の
こ
と
、
八
〇

〇
名
に
な
ん
な
ん
と
す
る
全
会

員
諸
氏
に
改
め
て
お
願
い
申
し

あ
げ
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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一

昭
和
四
九
年
度
三
翠
化
学
会
決
算
報
告

◎
収
入
の
部

一
二
、
昭
和
五
一
年
一
月
…
会

報
第
四
号
発
送
）

一
三
、
昭
和
五
一
年
二
月
…
役

員
会
（
名
簿
、
総
会
）

一
四
、
昭
和
五
一
年
三
月
…
幹

事
会

深
海
先
生
の
ご
紹
介

総
会
後
、
「
昆
虫
の
性
誘
引
物
資
」
の
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
京
大
教
授
深
海
浩
先
生
は
、
昭
和
二
七
年
三
月

京
大
農
学
部
農
芸
化
学
科
を
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
き
つ

づ
き
同
学
部
農
薬
化
学
研
究
室
で
ご
研
鎖
後
、
現
在
京
大
農

薬
研
究
施
設
長
と
し
て
、
研
究
面
、
管
理
運
営
面
で
す
ば
ら
し

い
手
腕
を
発
揮
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
は
有
能
化
学
者
で

あ
り
、
昭
和
四
一
年
に
は
「
天
然
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
の
合

成
に
関
す
る
研
究
」
で
農
芸
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
農
薬
研
究
施
設
で
、
昆
虫
を
対
象
に
有
機
化
学
の
面

よ
り
生
理
活
性
物
質
を
中
心
に
研
究
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
国

の
内
外
を
と
わ
ず
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

本
会
を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
皆

様
方
の
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
諸
物
価
高
騰
の
今
日
、
本
会
の
運
営
も
予
算
面

か
ら
大
き
く
制
約
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
十
月
十
四
日
現

在
、
本
年
度
の
会
費
は
二
百
二
十
九
名
の
会
員
の
方
々
が

既
に
納
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
員
総
数
の
三
割

に
当
た
り
ま
す
が
、
本
会
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
は

会
員
会
費
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
残
り
の
七
割

の
方
々
な
ら
び
に
、
昨
年
度
以
前
の
会
費
の
未
納
の
皆
様

は
ど
う
か
会
費
納
入
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
会
費
は
一
年
間
五
百
円
で
す
。

昭
和
五
〇
年
度
三
翠
化
学
会
予
算
案

◎
収
入
の
部

◎
支
出
の
部

◎
支
出
の
部
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最
近
、
巷
に
話
題
の
多
い
著

書
と
し
て
有
害
佐
和
子
の
『
複

合
汚
染
』
が
あ
り
ま
す
。
私
も

朝
日
新
聞
連
載
中
に
途
中
か
ら

読
み
始
め
、
完
結
後
、
単
行
本

で
あ
ら
た
め
て
最
初
か
ら
読
み

直
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
就

き
ま
し
て
は
、
本
会
会
員
の
方

々
は
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
広
範
囲
な
公
害
の

問
題
と
し
て
相
乗
的
な
作
用
の

可
能
性
に
就
き
、
そ
の
専
門
分

野
の
人
た
ち
か
ら
取
材
し
、
そ

の
危
険
性
を
述
べ
た
点
、
そ
れ

な
り
に
評
価
の
出
来
る
著
書
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般

の
反
響
も
大
き
く
、
こ
れ
に
追

随
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
新
聞

の
投
書
欄
に
は
一
時
期
、
連
日

こ
れ
に
関
し
た
も
の
が
投
稿
さ

れ
る
と
い
っ
た
有
様
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
朝
日
新
聞
に
よ

り
ま
す
と
こ
の
道
の
専
門
家
に

よ
る
反
響
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

が
不
思
議
で
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
本
会
の
総
会
後
、

業
に
あ
っ
て
は
実
際
に
は
不
可

能
で
あ
る
と
の
主
旨
の
こ
と
を

述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
、
実
際
の

講
演
内
容
の
外
に
特
に
印
象
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
会
員

の
皆
様
は
農
薬
も
一
つ
の
専
門

分
野
で
あ
り
、
歴
史
と
か
、
特

合
汚
染

理
事
（
大
九
回
）
今
　
井
　
　
滋

京
大
・
深
海
先
生
の
昆
虫
の
性

誘
引
物
質
に
関
す
る
講
演
の
途

中
で
、
震
薬
の
必
要
性
に
就
い

て
触
れ
ら
れ
、
有
害
さ
ん
（
と

い
う
よ
り
は
そ
の
追
随
者
と
い

っ
た
方
が
正
確
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
…
…
）
　
の
い
う
農
薬
の
全

面
的
な
否
定
論
は
、
現
在
の
農

性
も
ご
承
知
で
し
ょ
う
か
ら
、

先
生
の
い
わ
れ
た
こ
と
も
、
或

る
程
度
理
解
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
先
生
も
こ
の
よ
う

な
会
合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

現
在
、
本
会
会
員
の
方
々
の

中
に
は
、
専
門
分
野
か
ら
全
く

離
れ
た
仕
事
を
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

複
合
汚
染
が
単
に
農
薬
の
存
在

に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
過
程
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
…
…
と
の
理
解
は
直
ち
に
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
は

本
会
会
員
の
問
に
は
今
回
の
よ

う
な
場
合
に
限
ら
ず
、
何
か
共

通
し
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま

す。
地
理
的
に
総
会
に
出
席
出
来

な
い
方
々
も
、
本
会
誌
を
通
し

も
っ
と
交
通
を
深
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
一

人
で
あ
り
ま
す
。

会
員
親
睦
が
最
大
目
的

県
庁
支
部
結
成

「
会
費
は
当
分

は
頂
き
ま
せ
ん
…

．
一
言
三
三
㌧
ノ
ー
∋
三
一
㌢
㌔
こ
き
二
言
㌢
ゴ
〓
官
主
－
？
．
‥
≡
雪
三
言
雪
ぎ
き
き
．
‥
ぎ
ー
圭
U
－
－
－
－
．
・
“
ニ
ー
－
三
う
う
．
ぎ
ー
主
宰
㌻
お
）
一
ヨ
三
言
？
ぎ
ー
ー
ミ
ニ
声
。
－
主
義
三
－
ヨ
モ
ギ
き
き
昌
子
き
三
三
モ
ー
．
全
き
主
宰
。
さ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
葦
葦
葦
組
織
の
輸
拡
が
る

華
…
…
…
支
部
結
成
を

企
画
担
当
理
事
中
川
潔
彦
（
専
2
）

三
翠
化
学
会
が
で
き
て
三
年
、

今
ま
で
の
横
の
つ
な
が
り
に
加

え
て
タ
テ
の
ひ
ろ
が
り
を
つ
く

っ
た
こ
の
同
窓
の
つ
ど
い
ぼ
、

こ
ん
ど
は
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
ひ
ろ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
支
部

（
四
十
九
年
四
月
設
立
）

三
重
県
教
員
支
部

（
四
十
九
年
五
月
設
立
）

三
重
県
庁
支
部

（
五
十
年
五
月
設
立
）

と
支
部
設
立
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
支
部
設
立
に
当
っ

て
は
、
い
ず
れ
も
中
心
に
な
っ

て
お
世
話
し
て
頂
く
人
が
い
て

そ
の
人
た
ち
の
献
身
的
な
ご
努

力
で
結
成
の
陽
の
目
を
見
た
も

の
で
あ
る
。

中
心
に
な
る
人
を
誰
に
す
る

か
は
、
別
に
走
っ
た
申
し
合
わ

せ
も
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
誰

で
も
よ
い
、
古
い
卒
業
年
次
の

人
が
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
遠
慮

は
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
。

な
ぜ
支
部
を
つ
く
る
か
、
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
こ
と
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と

返
答
に
窮
す
る
。
要
す
る
に
三

重
大
学
農
芸
化
学
科
出
身
の
同

窓
が
、
地
域
社
会
に
、
同
一
職

場
に
何
人
か
は
い
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
級
生
で
あ
れ

ば
、
い
つ
も
横
の
つ
な
が
り
で

結
ば
れ
て
い
る
が
、
卒
業
年
次

が
違
う
と
、
な
か
な
か
先
輩
・

後
輩
と
の
タ
テ
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
て
こ
な
い
。
そ
れ
を
一

挙
に
つ
な
が
り
を
つ
け
よ
う
と

い
う
の
が
、
職
場
支
部
で
あ
り

地
域
支
部
で
あ
る
は
ず
だ
。
同

じ
学
科
を
卒
業
し
た
と
い
う
、

わ
れ
わ
れ
の
人
生
に
と
っ
て
ほ

か
け
が
え
の
な
い
因
縁
を
も
っ

と
大
事
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。い

ま
、
支
部
を
結
成
し
よ
う

と
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、

関
西
支
部

中
京
支
部

の
二
つ
の
地
域
集
団
で
あ
る
。

こ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め

よ
う
と
日
夜
ご
努
力
願
っ
て
い

る
方
々
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
る

（
大
阪
化
学
振
興
撤
）

大
9
　
村
田
東
洋
雄

（
明
治
乳
業
大
阪
工
場
）

大
1
2
　
松
島
　
　
寛

（
日
綿
実
業
化
学
品
部
）

大
鵬
　
内
田
　
勝
啓

（
科
研
薬
化
工
撤
研
究
所
）

中
京
支
部

専
1
　
別
府
　
　
宏

（
日
本
穀
物
検
定
協
会
名
古

畳
支
部
）

大
1
0
　
日
比
野
星
二

（
竹
本
油
脂
撤
）

二
大
1
4
　
阿
部
　
政
夫

（
名
古
屋
市
衛
生
研
究
所
食

品部）

大
1
9
　
古
橋
　
雅
巳

（
興
和
撤
名
古
屋
工
場
）

こ
れ
ら
世
話
役
の
ご
努
力
が
無

に
な
ら
ぬ
よ
う
、
ど
う
か
あ
な

た
か
ら
積
極
的
に
世
話
役
に
連

絡
を
つ
け
て
頂
き
た
い
。

∵LLと
、
会
則
を
説
明
し
た
と
き
、

居
並
ぶ
会
員
諸
氏
は
一
瞬
、
け

げ
ん
な
顔
に
変
っ
た
。

「
な
ぜ
な
ら
、
本
部
か
ら
結

成
援
助
金
が
一
万
円
も
も
ら
え

る
の
で
す
か
ら
…
…
」

と
、
つ
け
加
え
る
と
、
と
た
ん

に
笑
い
声
が
飛
び
だ
し
た
。

そ
こ
で
、
す
か
さ
ず
、
ご
臨

席
の
本
部
役
員
若
林
副
会
長
と

嶋
田
理
事
に
、

「
補
助
金
を
早
速
お
願
い
し

ま
す
ッ
」

と
、
そ
の
場
で
陳
情
し
た
。

み
ん
な
は
安
堵
の
表
情
に
か

え
っ
た
。

こ
う
し
て
、
五
十
年
五
虻
十

四
日
、
県
庁
支
部
が
晴
れ
て
結

成
さ
れ
た
。

三
翠
化
学
会
県
庁
支
部
会
員

は
総
数
二
十
名
。
こ
の
う
ち
本

庁
に
勤
務
す
る
も
の
七
名
、
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
七
名
、
そ
の

他
出
先
に
勤
務
す
る
も
の
六
名

で
あ
る
。

支
部
役
員
は
こ
う
し
て
決
め

た。
ま
ず
、
支
部
長
は
最
高
年
合

着
、
副
支
部
長
は
卒
業
年
次
の

古
い
者
の
車
か
ら
選
出
し
、
世

話
役
の
幹
事
に
は
、
卒
業
年
次

の
一
番
新
し
い
者
と
い
う
こ
と

に
し
た
。

こ
う
な
る
と
、
支
部
長
に
は

第
一
回
卒
業
生
で
、
元
帝
国
陸

軍
の
大
尉
殿
で
あ
っ
た
岡
田
芳

次
郎
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
誰

も
異
議
は
な
か
っ
た
。
副
支
部

長
に
は
、
一
回
生
の
西
村
謙
二

さ
ん
、
そ
れ
に
二
回
生
の
私
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

幹
事
に
は
、
大
学
二
十
一
回

と
二
十
三
回
卒
業
の
結
城
真
由

美
さ
ん
と
岩
田
陽
子
さ
ん
が
選

ば
れ
た
。
お
二
人
と
も
本
会
の

誇
る
美
人
で
あ
り
、
わ
が
三
重

県
庁
を
代
表
す
る
才
媛
で
あ

る
。
仕
事
も
す
る
が
、
お
酒
も

タ
バ
コ
も
少
々
？
は
た
し
な
ま

れ
る
と
い
う
近
代
的
な
お
嬢
さ

ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
岩
田

嬢
は
県
醸
造
試
験
場
技
術
課
の

技
師
さ
ん
で
あ
る
。
結
城
さ
ん

は
お
し
ゃ
も
じ
お
ば
さ
ん
の
正

義
の
味
方
　
－
　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
検
査
課
技
師
さ
ん
で
あ

る。

と
こ
ろ
で
、
支
部
を
結
成
し

て
何
を
や
る
か
と
い
う
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
本
部

か
ら
早
く
結
成
せ
よ
と
い
わ
れ

た
か
ら
つ
く
っ
た
の
で
は
自
主

性
が
な
い
。
せ
っ
か
く
つ
く
る

か
ら
に
は
、
楽
し
く
、
ひ
と
り

で
に
人
が
集
合
し
て
く
る
よ
う

な
会
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

そ
こ
で
事
業
は
何
も
し
な
い
。

し
か
し
、
年
に
数
回
の
親
睦
会

を
や
ろ
う
で
は
な
い
か
　
－
　
と

い
う
考
え
方
で
諮
っ
て
み
た
。

せ
い
ぜ
い
会
員
名
簿
ぐ
ら
い
し

か
発
行
し
な
い
が
、
忘
年
会
だ

と
か
、
お
花
見
だ
と
か
、
と
に

か
く
、
ふ
ざ
け
て
い
る
と
い
わ

れ
れ
ば
そ
れ
も
よ
し
、
二
十
名

の
会
員
が
い
や
な
顔
一
つ
せ
ず

奥
さ
ん
や
だ
ん
な
様
に
、

「
き
よ
う
は
三
翠
化
学
会
の

一
杯
や
で
の
オ
…
…
」

と
、
い
え
ば
妻
君
か
ら
「
し
っ

か
り
飲
ん
で
き
て
ネ
」
と
、
激

励
し
て
送
り
出
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
わ
が
家
の
最
高
の
公

認
団
体
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
団

体
、
そ
れ
が
、
三
翠
化
学
会
県

庁
支
部
の
理
想
像
で
あ
る
。

会
議
は
「
必
要
の
都
度
、
支

部
長
が
招
集
す
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
定
期
総
会

も
な
い
。
気
楽
と
気
軽
を
絵
に

か
い
た
よ
う
な
団
体
が
で
き
上

が
っ
た
。

こ
の
支
部
結
成
大
会
に
は
、

前
述
の
よ
う
に
本
部
か
ら
若
林

副
会
長
と
嶋
田
理
事
が
、
に
ぎ

に
ぎ
し
く
御
臨
席
を
賜
わ
り
、

終
始
成
立
の
経
過
を
ご
監
察
頂

い
て
の
結
成
だ
か
ら
、
本
部
と

て
、
文
句
を
言
い
に
来
な
い
だ

ろ
う
。あ

ん
ま
り
、
調
子
の
よ
い
会

合
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
日
の
親
睦
会
の
決
算
の
段

階
で
大
赤
字
を
出
し
て
し
ま
っ

た
。
早
速
、
支
部
長
さ
ん
か
ら

特
別
の
お
志
を
頂
戴
し
て
支
払

い
を
完
了
し
た
も
の
の
、
こ
の

日
の
結
成
大
会
は
、
勘
定
足
っ

て
、
ゼ
ニ
足
ら
ず
の
お
粗
末
な

幕
切
れ
で
あ
っ
た
。

こ
ん
ど
の
忘
年
会
に
は
、
こ

の
チ
ッ
を
二
度
と
踏
む
ま
い
と

心
に
決
め
た
。

（
副
支
部
長
　
中
川
潔
彦
記
）

東
海
糖
業
株
式
　
会
社

東
海
コ
ン
ス
タ
ー
チ
株
式
会
社

編
集
委
員
の
皆
様

よ
り
、
地
元
の
企
業
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専
1
　
永
井
　
昭
三

（
大
永
化
成
撤
）

〃
　
松
村
　
昌
美（

松
村
工
芸
撤
）

大
2
　
筒
井
　
文
生

敗
戦
後
、
台
湾
の
研
究
所
を

引
き
上
げ
、
埼
玉
県
熊
谷
の
理

研
栄
養
会
社
に
在
職
中
、
図
ら

ず
も
稲
川
先
生
の
ご
推
挙
に
よ

り
三
重
大
農
学
部
の
先
生
に
就

職
し
、
各
位
の
ご
指
導
に
よ
り

十
一
年
間
大
過
な
く
職
責
を
果

た
し
、
三
十
五
年
停
年
退
職
し

ま
し
た
が
、
そ
の
年
、
四
日
市

の
東
海
糖
業
会
社
に
顧
問
と
し

て
、
ま
た
、
松
阪
女
子
短
大
に

は
講
師
と
し
て
奉
職
し
、
愉
快

に
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
所
が
今
か
ら
数
年
前
か
ら

身
体
に
異
状
を
感
じ
耳
が
遠
く

な
り
視
覚
が
不
明
瞭
と
な
り
、

更
に
忘
れ
勝
ち
と
な
り
、
職
務

に
不
適
当
な
こ
と
を
痛
感
し
、

四
十
八
年
に
退
職
し
、
現
在
、

無
職
の
空
虚
な
生
活
を
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
前
記
の
異
状
現
象
は

時
間
と
共
に
進
行
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
、
三
重
医
大
病

院
で
診
察
を
受
け
た
所
、
こ
の

異
状
は
、
年
齢
に
比
例
す
る
と

の
診
断
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま

す
。
私
は
こ
の
診
断
に
不
満
を

感
じ
、
勝
手
な
が
ら
こ
れ
に
打

ち
勝
つ
方
法
を
発
見
せ
ん
と
覚

悟
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
目
下
の
研
究
問
題
で
、
具
体

的
に
は
、
明
治
二
十
八
年
か
ら

（
一
八
九
五
年
）
　
か
ら
二
〇

〇
〇
年
ま
で
の
三
世
紀
に
亘
っ

の
徳
、
腹
八
部
目
医
者
知
ら

ず
、
酒
は
百
薬
の
長
と
い
う
よ

う
な
諺
が
あ
り
、
何
れ
も
人
間

の
生
活
に
極
め
て
有
効
で
従
っ

て
比
等
の
活
用
に
よ
っ
て
人
命

を
延
長
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
想

像
さ
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
理
由
で
近
年
日
常
生

活
を
多
少
改
め
た
の
で
、
そ
の

内
、
食
事
と
運
動
に
関
す
る
例

夫
々
異
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方

人
間
の
歯
の
配
列
は
草
食
動
物

に
類
似
し
、
ま
た
、
津
市
の
健

康
会
（
毎
月
一
回
開
催
）
で
は

特
に
野
菜
の
栄
養
上
重
要
な
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
以
上
の
理
由
か
ら
私
の

食
生
活
を
草
食
動
物
の
食
生
活

に
真
似
る
こ
と
が
最
も
妥
当
と

考
え
、
米
を
主
食
と
し
、
野
菜

て
生
き
延
び
る

こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
問
題

も
人
生
僅
か
五

十
年
と
い
わ
れ

長
命
の
問
題

た
時
代
で
は
困
難
な
一
例
で
は

あ
っ
た
が
、
今
日
の
人
生
八
十

年
の
時
代
で
は
空
想
的
な
夢
で

も
な
い
こ
と
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
更
に
吾
々
の
生
活
中
、
空

腹
は
食
事
に
よ
り
疲
労
は
休
息

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
り
、
憂
欝

は
適
度
の
運
動
と
適
量
の
酒
に

よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
こ
と
は
熟

知
の
事
実
で
、
更
に
早
起
三
文

田

　

中

　

圧

を
掲
げ
各
位
の
ご
批
判
を
仰
ぎ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

先
ず
、
食
事
に
つ
い
て
は
、

炭
水
化
物
、
蛋
白
質
、
脂
肪
、

ビ
タ
ミ
ン
、
、
、
、
ネ
ラ
ル
等
の
不

可
欠
な
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
比
等

の
物
質
の
量
的
関
係
に
つ
い
て

は
人
種
に
よ
り
、
ま
た
、
同
じ

日
本
人
の
間
で
も
個
人
に
よ
り

助
を
従
と
し
て
出

来
る
丈
多
く
の

種
類
を
選
び
、

そ
れ
に
約
1
両

量
の
肉
ま
た
は

魚
肉
と
更
に
少
量
の
海
藻
類
と

納
豆
を
加
え
腹
八
部
目
に
食

べ
、
続
い
て
バ
ン
ビ
タ
ン
、
石

灰
剤
、
エ
ビ
オ
ス
、
肝
油
を
食

べ
間
食
を
絶
対
に
禁
じ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
身

調
も
良
く
排
泄
作
用
も
順
調
で

あ
り
ま
す
。

第
二
は
運
動
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
問
題
で
、
先
ず
早
起
き
の
諺

に
従
っ
て
三
時
半
～
四
時
に
起

床
し
、
洗
面
時
に
顔
と
手
を
夫

々
二
〇
〇
回
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、

午
後
一
時
半
に
は
、
志
登
茂
川

の
堤
防
を
約
三
h
速
目
に
散
歩

し
、
夕
方
の
入
浴
時
に
は
全
身

を
一
、
二
〇
〇
回
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
て
八
時
に
入
床
す
る
こ
と
に

改
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は

子
供
の
頃
か
ら
小
飯
が
多
く
、

一
見
栄
養
失
調
の
観
が
あ
っ
た

が
、
今
回
の
生
活
改
変
に
よ
り

級
が
次
第
に
減
じ
皮
膚
に
艶
が

出
て
以
前
と
は
異
っ
て
参
り
ま

した。以
上
、
二
つ
の
例
か
ら
多
少

の
安
心
感
を
与
え
ら
れ
た
が
、

現
在
の
生
活
環
境
、
特
に
大
気

汚
染
の
問
題
を
考
慮
す
る
時
、

更
に
研
究
の
必
要
を
痛
感
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
各
位
の
ご
指
導
、
ご

鞭
盤
を
念
願
し
終
わ
り
と
致
し

ま
す
。

で
あ
り
、
ま
た
、
比
較
的
三
翠

化
学
会
員
の
多
い
当
社
に
つ
い

て
、
企
業
紹
介
欄
に
書
く
よ
う

に
と
の
有
難
い
お
申
出
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
当
社
の
特
徴

と
、
当
社
に
於
げ
ろ
三
翠
化
学

会
員
の
活
躍
に
焦
点
を
当
て
ご

報
告
し
ま
す
。
な
お
、
以
下
の

文
章
に
於
い
て
は
、
東
海
鰭
業

株
式
会
社
は
東
海
糖
業
と
、
東

海
コ
ン
ス
タ
ー
チ
株
式
会
社

は
東
海
コ
ン
ス
と
略
記
致
し
ま

す。
先
づ
、
東
海
糖
業
は
、
四
日

市
市
末
広
町
に
本
社
及
び
工
場

が
あ
り
、
東
海
コ
ン
ス
は
、
本

社
が
東
海
糖
業
と
同
一
場
所
、

工
場
は
津
市
高
茶
屋
に
あ
り
ま

す
。
東
海
コ
ン
ス
は
東
海
糖
業

の
完
全
小
会
社
で
、
全
く
同
一

会
社
と
見
赦
し
て
良
く
、
今
回

も
両
者
を
合
体
し
た
新
工
場
の

建
設
に
努
力
し
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。
さ
て
、
年
間
売
上

高
は
両
社
合
わ
せ
て
、
二
百
億

円
程
度
で
あ
り
、
従
業
員
数
は

ほ
ぼ
四
百
名
で
、
世
に
い
う
中

堅
企
業
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。

生
産
品
目
と
し
て
は
、
東
海

コ
ン
ス
で
は
、
と
う
も
ろ
こ
し

を
原
料
と
し
て
、
コ
ー
ン
ス
タ

ー
チ
、
グ
ル
テ
ン
ミ
ー
ル
、
飼

料
、
乾
燥
ヂ
ヤ
ー
ム
、
C
S
L

等
を
生
産
し
て
お
り
、
そ
の
中

の
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
市
販
と

同
時
に
、
ぶ
ど
う
糖
原
料
と
し

て
、
東
海
糖
業
へ
輸
送
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
東
海
糖
業
で
は

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、
国
内
の
ば

れ
い
薯
で
ん
粉
、
甘
し
ょ
で
ん

粉
、
ま
た
、
輸
出
用
ぶ
ど
す
糖

の
原
料
と
し
て
、
タ
ピ
オ
カ
で

ん
粉
、
サ
ゴ
で
ん
粉
等
を
原
料

と
し
て
、
無
水
結
晶
ぶ
ど
う
糖

含
水
結
晶
ぶ
ど
う
糖
、
液
状
ぶ

ど
う
糖
、
異
性
化
粧
（
こ
れ
は

新
し
い
商
品
で
、
昭
和
四
十
二

年
頃
よ
り
開
発
さ
れ
出
し
た
も

の
で
、
徴
工
研
で
開
発
さ
れ
た

異
性
化
酵
素
に
よ
り
、
ぶ
ど
う

糖
を
果
糖
に
異
性
化
し
、
た
も
の

昭
和
四
十
五
年
頃
よ
り
、
飛
躍

的
に
利
用
さ
れ
出
し
た
糖
質
で

す
。
）
を
生
産
し
、
更
に
ぶ
ど

う
糖
を
高
圧
高
温
下
に
於
い
て

水
添
し
た
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
、
一

方
、
粗
糖
よ
り
、
蕪
粧
液
糖
転

化
糖
等
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
特
徴
と
し
て
は
現
在
、

吾
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
注
射

用
ぶ
ど
う
糖
の
原
料
は
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
当
社
の
注
射
用
原
料
無

水
結
晶
ぶ
ど
う
糖
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
同

時
に
上
記
無
水
結
晶
ぶ
ど
う
糖

は
、
世
界
各
国
の
注
射
用
原
料

ぶ
ど
う
糖
と
し
て
、
三
十
五
ヶ

国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
注
射
用
原
料

ぶ
ど
う
糖
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
東
海
コ
ン
ス
で
そ

の
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
服
部
圭
助
（
大
2
）
と
現
在

東
海
糖
業
の
技
術
課
の
責
任
者

と
し
て
、
ま
た
歌
の
名
手
と
し

て
有
名
な
伊
藤
芳
直
（
大
6
）

が
研
究
所
在
任
中
に
開
発
を
担

当
し
た
も
の
で
、
両
君
は
、
そ

の
功
績
に
よ
り
昭
和
四
十
六
年

度
、
日
本
農
芸
化
学
会
技
術
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

現
在
そ
の
生
産
面
で
は
、
ぶ
ど

う
糖
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、

今
井
照
夫
（
大
7
）
が
一
五
〇

名
に
及
ぶ
部
下
を
か
か
え
ハ
ッ

ス
ル
し
て
い
ま
す
。
砂
糖
液
糖

生
産
部
門
で
は
、
林
茂
範
（
大

日
）
が
、
二
年
間
の
営
業
部
門

体
験
を
も
と
に
責
任
者
と
し
て

ま
た
、
一
方
、
高
圧
ガ
ス
関
係

の
教
育
担
当
者
と
し
て
そ
の
学

者
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

研
究
所
の
山
田
覚
（
大
1
6
）
は

当
社
の
テ
ニ
ス
部
部
長
で
あ
る

と
同
時
に
異
性
糖
の
合
理
的
生

産
方
式
の
研
究
に
没
頭
し
て
い

ま
す
。
東
海
コ
ン
ス
で
は
、
品

質
管
理
の
責
任
者
と
し
て
内
山

健
一
（
大
鵬
）
が
光
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
専
攻
と
は
が
ら
り
と

変
り
、
マ
イ
ク
ロ
ー
ブ
相
手
で

は
な
く
、
地
球
上
で
最
も
不
可

解
な
生
物
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
を

取
り
扱
う
、
人
事
及
び
労
務
の

責
任
者
と
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
相

手
に
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
の
が

田
中
大
作
（
大
3
）
と
稲
葉
五

郎
（
大
4
）
　
で
、
両
名
は
労
務

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
充
分

な
だ
け
の
実
戦
経
験
を
有
し
て

い
ま
す
の
で
（
？
）
是
非
ご
利

用
の
程
を
。
か
く
拙
文
を
も
の

し
て
来
ま
し
た
小
生
と
福
田
清

弘
（
大
6
）
は
、
昨
年
九
月
よ

り
発
足
し
た
環
境
保
全
部
門
の

担
当
と
し
て
、
ま
た
、
各
部
門

の
境
界
領
域
的
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
か
く
い
え
ば
聞
え
は

良
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
役
に

立
た
な
い
の
で
（
福
田
君
は
違

い
ま
す
が
）
雑
用
係
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
以
上
近
況
ご
報
告
…

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
当
社
と

し
て
は
総
合
糖
質
メ
ー
カ
ー
と

し
て
前
記
十
名
共
々
に
手
を
た

づ
さ
え
て
、
更
に
一
層
の
努
力

を
致
し
て
行
く
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
一
層

の
ご
指
導
と
ご
鞭
擬
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
海
糖
栗
　
林
貴
　
大
4
）


